
４

第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
六
条
第
三
項

国
勢
調
査
員

第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総

務
大
臣
か
ら
国
勢
調
査
員
が
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
第
五
項
の
事
務
を
委
託
さ
れ

た
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
を
管

理
し
、
又
は
運
営
す
る
法
人
そ
の
他
の
団

体
（
以
下
「
委
託
管
理
団
体
」
と
い
う
。）

第
八
条
第
一
項

当
該
委
託
管
理
団
体
が
管
理
し
、
又
は
運

営
す
る
施
設
の
区
域
を
区
域
と
し
て
、
第

八
条
第
一
項

区
域
ご
と
に
、
指
定
す
る
も
の
と
す
る

区
域
と
す
る

第
六
条
第
四
項
及
び

第
五
項

国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

第
六
条
第
六
項

国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

市
町
村
長

市
町
村
長
の
意
見
を
聴
い
て
総
務
大
臣

第
七
条
の
見
出
し

国
勢
調
査
指
導
員
証
及
び
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
七
条
第
一
項

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体

そ
れ
ぞ
れ
総
務
省
統
計
局
長
の
発
行
す
る

国
勢
調
査
指
導
員
証
又
は
国
勢
調
査
員
証

総
務
省
統
計
局
長
の
発
行
す
る
委
託
管
理

団
体
証

第
七
条
第
二
項

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体
に
所
属
す
る
者

そ
の
事
務

第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委

託
管
理
団
体
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

事
務

国
勢
調
査
指
導
員
証
又
は
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
七
条
第
三
項

国
勢
調
査
指
導
員
証
及
び
国
勢
調
査
員
証

委
託
管
理
団
体
証

第
九
条
第
一
項
第
一

号

国
勢
調
査
員
又
は

委
託
管
理
団
体
又
は

国
勢
調
査
員
等

委
託
管
理
団
体
等

第
九
条
第
一
項
第
二

号
及
び
第
二
項
、
第

十
条
第
三
項
第
二
号

及
び
第
三
号
、
第
十

一
条
第
二
項
並
び
に

第
十
二
条
第
一
項
及

び
第
三
項

国
勢
調
査
員
等

委
託
管
理
団
体
等

第
十
五
条
第
二
項
第

一
号

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員
の
候

補
者
の
推
薦

委
託
管
理
団
体
と
な
る
べ
き
法
人
そ
の
他

の
団
体
の
推
薦
そ
の
他
の
委
託
管
理
団
体

の
選
定

第
十
五
条
第
二
項
第

五
号

国
勢
調
査
指
導
員
及
び
国
勢
調
査
員

委
託
管
理
団
体
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第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
五
条
第
一
号
イ
」
に
、「
同
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
二
号

ロ
」
に
、「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
又
は
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
総
務
大
臣
は
、」の
下
に
「
第
十
一
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
審
査
が
終
了

し
た
旨
の
通
知
が
さ
れ
た
調
査
事
項
情
報
及
び
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
」

を
加
え
、「
及
び
」
を
「
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
、
当
該
調
査
事
項
情

報
及
び
当
該
調
査
票
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
先
立
ち
、
都
道
府
県
知
事
が
第
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
措
置

を
講
じ
た
都
道
府
県
先
行
集
計
事
項
情
報
の
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
大
臣
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
使

用
し
て
、
当
該
都
道
府
県
先
行
集
計
事
項
情
報
の
集
計
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
一

条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
二
条
の
二
」
に
、「
も
の
」
を
「
事

務
（
第
六
号
に
お
い
て
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
等
の
事
務
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
二
条
第

三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
及
び
「
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
を
「
第

十
一
条
の
二
第
一
項
等
の
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第

十
条
第
三
項
」
を
削
り
、「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、「
第

三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
も
の
」
を
「
事
務
（
第
八
号
に
お
い
て
「
第
六
条
第

三
項
等
の
事
務
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
七
条
第
一
項
、
第

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
」
を
「
第
六
条
第
三
項
等
の
事
務
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
の

三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
十
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
九
条

第
一
項
第
二
号
、
第
十
条
第
三
項
」
を
削
り
、「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
三
第

二
項
」
を
加
え
、「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
事
務
の
委
託
）

第
十
二
条
の
三

総
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
区
域
を
区
域
と
す
る
調
査
区
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
国
勢
調
査
員
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
を
当
該
施
設
を
管
理
し
、
又
は
運
営
す
る
法
人
そ
の
他
の

団
体
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

共
同
住
宅
又
は
長
屋

二

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
者
が
通
学
の
た
め
に
宿
泊
し
て
い
る
寄
宿
舎
、
下
宿
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
宿
泊

施
設

三

社
会
福
祉
施
設
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉

事
業
に
係
る
施
設
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ

る
も
の
に
限
る
。）

四

病
院
又
は
診
療
所

五

船
舶

２

総
務
大
臣
は
、
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
調
査
票
の
提
出
を
受
け
る
事
務
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
調
査
票
を
送
付
す
る
事
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
知
ら
れ
た
秘
密
の
漏
え
い
の
危
険
を
防
止
す
る

た
め
、
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
契
約
の
締
結
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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